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2005 年に⾷育基本法が制定されて以来、「⾷」を通じた⼦どもの育成は国としての取り組みとな
っている。本研究では、⾷育の機会となりうる「親⼦で⼀緒に⾏う料理」について、⺟親・⽗親・
⼦どもそれぞれの意識と実態を調査し、親⼦料理の効果や実現のためのヒントを探った。 

 

■親⼦ともに、⼀緒に料理したいと思っているが、実現できていない。 

・ ⺟親が親⼦料理を⽇常的に⾏わない主な理由は、「時間や気持ちの余裕のなさ」。 
・ 家にいる時間が少ない有職の⺟親の⽅が専業主婦よりも親⼦料理の実施頻度が⾼い。 
・ ⼦どもは「楽しい」から親⼦料理をしたいが、親の都合や⾃分の忙しさからできない⼦ど

もも多い。 
・ ⾼学年になると意向は下がっており、親⼦料理をしたがる時期は短い。 
 

■親⼦料理頻度が⾼い⺟親は、⼦どもと⼀緒に楽しんで料理し、⼦ど
もの料理に対する興味を引く⽅法を知っている。 

・ 実施頻度が⾼い⺟親ほど、親⼦料理中に「⼦どもを褒め、怒らない」傾向があり、「味⾒」
などをさせることで、⼦どものやる気や興味を引き出している。 

 

■⺟親は親⼦料理に様々な効果を実感。家族の幸福感にも繋がってい
る。 

・ 実施頻度が⾼い⺟親ほど、親⼦料理に対して教育⾯だけでなく、家族コミュニケーション
など多くの効果を実感している。 

・ 実施頻度が⾼い⺟親ほど、「家族が幸せである」と感じている。 
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■定性調査 
調査時期：2013 年 12 ⽉ 
調査⽅法：訪問・会場デプスインタビュー
調査対象：⼀都三県在住 
     20〜40 代既婚男⼥と⼦ども 
回答者数：11 組※詳細は最終ページ参照 

■定量調査② 
調査時期：2014 年 2 ⽉ 
調査⽅法：インターネット調査 
調査対象：⼀都三県在住(a) ⼩学⽣とその⺟親(b)⻑⼦⼩学⽣の⽗親
回答者数：(a)618 組 (b)309 名※詳細は最終ページ参照 

■定量調査① 
調査時期：2014 年 2 ⽉ 
調査⽅法：インターネット調査 
調査対象：⼀都三県在住 
     20〜59 歳既婚男⼥ 
回答者数：6000 名※詳細は最終ページ参照




